
1 .緒言

建築学科において、建築を包括的に学ぶ機会は少な

い。そのような中、建築設計演習は、建築を構想し、

機能を整理し、そこに形態を与える唯一 の訓練の場で

ある。また建築設計演習には、建築計画、歴史、意匠、

構造、材料、環境、設備、法規など、座学で学んだ建

築に関係する様々な専門知識を統合し、その理解を深

化させる唯一 の場としての期待がある。建築設計演習

は、総合工学とも言える建築分野において、最も重要

な包括的学びの場であると言える。

しかし、従来の建築設計演習における課題の設定方

法にはいくつかの間題がある。現実に存在する敷地を

計画地として設定するものの、そこに計画する建築が

どのような機能を持ち、敷地周辺や地域 ・地区に対し

てどのような貢献をすべきかという実情を課題に取り

込むことなしに、 一 般的な建築フ
。
ログラム （機能群）

に従い受講生が思い思いの建築を計画し、それに基づ

き自分勝手に設計してきたとしづ問題がある。社会と

分断された閉じた環境で建築設計の訓練をするという

ことが、学生たちが社会との関係を踏まえて建築を考

えることが少なくなっている原因の 1つであるように

感じている。また、クライアントやユー ザが不在であ

る状況では、建物のプログラムが妥当かどうかの評価

をすることも困難である。

そこで、l課題内容に現実性を持たせる（設計課題

設定時に社会的背景や地域地区の実情・ニー ズ
、
を設計

課題に取り入れる）、2.課題作品評価基準に現実性を

持たせる（クライアントやユー ザとなりうる人々を講

評会に招くことで作品評価基準を授業に取り込む）の

2点について設計課題に導入し、産学官協同でいま

我々が置かれている現状と接続された演習授業プログ

ラムを開発 ・運用することを本取り組みの目的とする。

2.演習授業改善概要

2つの「現実性Jの持たせ方について具体的内容を

表 1 に示す。なお、産 ・官の担当者は自身の仕事とは

別に追加的に授業に参加することが想定され、スケジ

ュー ルが合わない、時間が割けない等の問題が発生す

ると考えられる。陥りがちな状況として、授業のはじ

めと終わりに参加するのみ、ということが容易に想像

できる。そこで、デ
、
ジタル技術を活用することで、そ

の障害を克服することを同時に試みる。この試みが成

功すれば、産・官の演習授業への参加のハー ドルがこ
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れまでと比較して低くなり、授業の協同開催が実現可

能になると考えられる。

表 1 現実性獲得のための具体的取り組み内容

3.課題テー マの概要

課題テー マを 「O pen University in Town ”熊本市花

畑地区再開発計画ー」とした。熊本市が運営するホー ノレ、

高等教育コンソ ー シアム、商業施設から構成される複

合施設を、熊本市中心部花畑地区の花畑公園を挟んだ

約 7,500 dの 2 つの敷地に設計ーする課題で、ある。幅広

い世代聞の交流の場、都市的デザインが求められた。

現実性を高めるため、実際に計画されているプロジェ

クトを一 部変更したものとした。

課題に取組む条件としては、設計の社会性を学ぶた

めに、2～ 3 名によるグツレー プ設計とした。また、作業

環境の前提条件として、建築専用3DCADや各種解析

ソフトを積極的に使用することとした。

4. 授業スケジュー ルと参加アドバイザー

授業スケジュ ー ルと参加アドバイザー を表2 に示す。

この設計手順はとりたてて特別な内容ではなく、極め

て一 般的な進め方である。従来は授業の各段階におい

て、前述したような社会との接点を持つことに注力さ

れてこなかった。そこで、表2の参加アド
、
パイザー 欄

に示すような、クライアントや専門家ではあるがユー

ザとなりうる方々を適宜授業に招き、実情に基づく現

実的なアドバイスを受けた（図 1、図 2）。






